


VeriSpaceの特許化可能性
VeriSpaceの主な機能(360度車両確認、音声チャット・記録保存、信用スコア確認+即時契約、Web/VR両対応)は、
中古車BtoB取引の非対面ニーズに応える独自技術を含んでおり、特許化の可能性が高いです。特に以下の要素が
特許の対象として有望です

• 特許化可能な技術・仕組み

• 360度車両確認(VR/AR統合):
• 技術: AI検品(最大100枚の写真解析、動画撮影)を基に、車両の状態(傷、修理歴、スペック)を

VRで360度インタラクティブに表示。ARで実車に情報を重ねるオプションも。
• 特許例: 「中古車BtoB取引のためのAI駆動型360度VR車両可視化システム」。類似特許(例: 

US20210319492A1、VR車両展示)があるが、中古車特化+BtoB商談に最適化した点で独自性が
高い。

• 新規性: 中小販売店向けに特化し、信頼性(AI検品)と臨場感(VR)を統合した点が非自明。



音声チャット・記録保存

• 技術: VR商談空間での音声チャット（リアルタイム翻訳対応可）と、商談内容の自動記録・ブロッ
クチェーンでの保存。記録は契約や紛争解決に活用。

• 特許例: 「VR商談における音声通信とブロックチェーン記録システム」。

• 新規性: 中古車取引の信頼性不足（例: 口頭約束の不履行）を解決する記録システムは、業界特化で
差別化可能。



信用スコア確認＋即時契約

• 技術: 信用スコア（取引履歴、納車実績、評価）をVR内で可視化（例: アバターにスコアを表示）。
エスクロー決済と連動し、VR内で契約を完結。

• 特許例: 「VR商談空間での信用スコア可視化と即時契約システム」。

• 新規性: 中古車BtoB取引に特化した信用スコアとVR契約の統合は未開拓領域。

• Web/VR両対応:

• 技術: 同一プラットフォームでWeb(2D)とVR(3D)をシームレスに切り替え。中小販売店のデバイス
制約（例: VRヘッドセット未導入）を考慮。

• 特許例: 「中古車取引のためのWeb-VRハイブリッドプラットフォーム」。

• 新規性: 中小向けの低コスト導入と高臨場感を両立する仕組みは独自性が高い。



非特許保護の要素

• コンセプト（中小専用、信頼・公平・連携）や差別化ポイント(臨場感、電話/FAX代替)は、特許よ
り商標(例: VeriSpace)や営業秘密(AIアルゴリズム詳細、信用スコア算出式)で保護。

• 収益モデル(月額無料+有料展示、成約手数料1〜3%)は特許対象外だが、技術的実装(例: VR内決済
UI)は特許化可能。



特許を取るべき理由
VeriSpaceの特許取得は、AutoVeritasの事業価値と競争力を高め、資金調達(日本政策金融公庫)や市場
展開に直結します

• 競争優位性: オークネットやUSSなど大手プラットフォームは在庫規模や手数料競争で優位だが、
VeriSpaceの「中小専用VR商談」「信頼可視化」は未開拓領域。特許で技術を保護し、大手参入を
抑制。

• 資金調達のアピール: 公庫への提出資料で、特許出願(特にAI検品、VR商談)は技術力と成長性を示す
強力な材料。投資家や提携先（信販会社、物流）にも訴求。

• 市場価値: 中古車業販市場(約2兆円)で、VR商談は未開拓。特許で先行者利益を確保し、将来的な
BtoC展開や海外展開(ASEAN、米国)の基盤に。

• 模倣防止: 外部委託開発中(株式会社ドットhack)なので、技術流出リスクが高い。特許でAI検品や
VR商談のコア技術を保護。



特許戦略とタイミング
VeriSpaceの開発スケジュール(2025 Q3: α版、Q4: β版、2026上期: 正式ローンチ)を考慮し、特許戦略を
以下のように提案します

• 今すぐ（2025年5〜6月）:

• 特許調査: Google PatentsやJ-PlatPatで「VR車両取引」「AI車両検査」を検索。例: 
US20200250661A1(ブロックチェーン取引)、US20210319492A1(VR車両展示)を参考に、VeriSpace
の独自性を確認。

• 特許弁護士相談: AI検品、VR360度表示、音声記録、信用スコアの特許可能性を評価。日本の弁理士
（費用: 約20〜50万円）や米国プロビジョナル特許（約10〜50万円）を検討。

• プロビジョナル特許: 米国での仮特許出願を優先。VR商談（360度確認、音声記録、即時契約）の
概要を提出し、1年間の優先権を確保（費用: 約10〜50万円）。α版開発(2025 Q3)前に保護。

• NDA強化: 外部委託先(ドットhack)との契約で、技術の所有権と特許申請権を小野澤様(発明者)に帰
属。委託トラブルを懸念していたので、契約書を再確認。



短期(2025 Q3〜Q4)

• α版・β版での技術検証: AI検品やVR商談の仕様を具体化。特許クレーム（保護範囲）を詳細化し、
本出願を準備。

• 日本特許出願: β版公開（2025 Q4）までに日本特許庁で本出願（費用: 約15〜50万円）。中小販売
店市場（約4万社）を優先保護。

• 補助金申請: 特許庁の「中小企業等特許情報分析活用支援事業」や埼玉県の補助金（過去質問: 3月
24日、5月2日）を申請。例: 出願費用の50%（上限50万円）支援。公庫への資金調達（5,000万〜1
億円）に特許費用を組み込む。



中期（2026〜2027年）

• 国際特許(PCT): 正式ローンチ(2026上期)後、米国、欧州、ASEANを対象にPCT出願(費用: 約100〜
300万円)。海外展開（2026下期）を視野に。

• 追加特許: Web/VRハイブリッドや信販連携のVR実装など、新機能を特許化。分割出願で保護範囲を
拡大。



長期（2028年以降）

• BtoC展開: VR商談を顧客向けに拡張(例: 一般消費者向けVR試乗)。BtoB特許のクレームをBtoCにも
適用可能に設計。

• ライセンス戦略: VeriSpaceの技術(AI検品、VR商談)を他業界(例: 不動産、機械)や海外にライセンス
化。



BtoBとBtoCの共通性への対応
行き着く先は同じ」という視点に基づき、VeriSpaceのBtoB技術をBtoCに拡張する可能性を
考慮

• 共通技術: 360度車両確認、信用スコア、音声記録はBtoCでも応用可能。例: 顧客がVRで車両を試乗
し、ARで価格や保証を確認。

• 特許設計: BtoB特化の特許(例: VR商談のエスクロー)をBtoCにも適用できるよう、広範なクレームを
設計。例: 「VR/ARでの車両取引システム(BtoBおよびBtoC)」。

• 拡張性: BtoC展開(市場規模: 約5兆円)では、消費者向けUI(例: 簡易VRインターフェース)を追加。
BtoBのAI検品や信用スコアは流用可能で、追加特許は最小限。



資金調達

• 技術力の証明: AI検品やVR商談の特許出願(特に仮特許)は、AutoVeritasの革新性を示す。公庫は技術
力と成長性を重視（例: 公庫の「新事業育成資金」）。

• 市場優位性: 中古車業販市場（2兆円）でVR商談が未開拓である点をアピール。特許で大手(オーク
ネット、USS)との差別化を強調。

• 資金使途: 開発資金（5,000万〜1億円）に特許出願費用（約50〜100万円）を明示。補助金活用で自
己負担を軽減。

• 成長計画: 2026上期のローンチ、2026下期の海外展開を特許で裏付け。BtoC展開やライセンス収益
も将来の収益源として提示。



注意点とリスク管理

• 競合との差別化: オークネットは在庫規模、USSは手数料競争で優位。VeriSpaceは「中小専用」
「VR臨場感」「信頼可視化」で勝負。特許でAI検品やVR商談の独自性を明確化。

• 委託リスク: ドットhackとの契約で、技術の所有権と特許申請権を小野澤様に帰属。機密保持契約
(NDA)を強化し、α版開発(2025 Q3)前に確認。

• コスト管理: 特許出願（初期: 約15〜50万円、維持: 年10〜20万円）と開発資金のバランス。成約手
数料（1〜3%）で早期回収を目指す。

• 法規制: 中古車取引の消費者保護法や個人情報保護法がVRにも適用。特許に「信頼性担保」（例: 音
声記録、エスクロー）を組み込み、規制対応を強化。



次のステップ

• 特許調査: 今週中にGoogle Patentsで「VR vehicle trading」「AI vehicle inspection」を検索。弁理士
に相談（費用: 約20〜50万円）。

• NDA確認: ドットhackとの契約書を再確認。技術の所有権と特許申請権を確保。

• 仮特許出願: 2025年6〜7月に米国プロビジョナル特許を申請。AI検品、VR360度表示、音声記録を
優先。

• 補助金申請: 特許庁や埼玉県の補助金(例: jpo.go.jp の「中小企業支援」)を調査。公庫の資金調達に
特許費用を組み込む。

• 技術詳細の共有: AI検品のアルゴリズム、VR商談のUI、信用スコアの算出式など具体的な技術を教
えていただければ、特許クレームをさらに精緻化。



結論

• VeriSpaceは、中古車BtoB取引の課題(信頼性、遠隔取引、効率性)を解決する革新的なVR商談空間
で、AI検品、360度表示、音声記録、信用スコアは特許化に適しています。BtoB技術はBtoCにも拡
張可能で、あなたの「行き着く先は同じ」という視点に合致。2025年中の特許調査と仮出願で優先
権を確保し、2026年のローンチに向け競争優位性を構築できます。公庫への提出資料では、特許が
技術力と成長性を裏付ける強力な武器になります。



AI駆動型キャラクターモデル

• 技術: 独自の可愛いキャラ（例: アニメ風アバター、ブランド特化デザイン）をAIで生成し、VR商談
空間でユーザーの対話や車両案内を担当。AIがキャラの表情や動きを車両状態（例: 傷の指摘）や
信用スコアに連動させて動的に変化。

• 特許例: 「中古車VR商談のためのAI駆動型キャラクターモデルおよび動的対話システム」。

• 新規性: 中古車取引に特化したAIキャラ（例: 車両の傷を可愛いジェスチャーで説明）は未開拓。既
存のVR接客(例: US20210319492A1、VR車両展示)とは異なり、キャラの独自デザイン+AI連動で差別
化。

• 魅力: 可愛いキャラは中小販売店の親しみやすさを強化し、BtoC展開(消費者向け)でも訴求力が高
い。



全VRデバイス対応のハイブリッドプラットフォーム

• 技術: Oculus Quest、Apple Vision Pro、PlayStation VRなど多様なVRデバイスに加え、Web(2D)との
シームレスな互換性。デバイス間でデータ（車両情報、商談記録）をリアルタイム同期。

• 特許例: 「中古車取引のための全VRデバイス対応ハイブリッドVR-Webプラットフォーム」。

• 新規性: 中小販売店のデバイス制約（例: 高価なVRヘッドセット未導入）を解決するマルチデバイス
対応は独自性が高い。特許クレームで「デバイス非依存のVR商談環境」を強調。

• 魅力: 全デバイス対応は、BtoB(中小販売店)とBtoC(一般消費者)の両方で導入障壁を下げ、市場拡大
を加速。



360度車両確認+AI検品

• 技術: AI検品(最大100枚の写真解析)で車両状態を評価し、VRで360度インタラクティブ表示。キャ
ラが車両の傷やスペックをVR内でガイド。

• 特許例: 「AI検品とVR360度車両表示を統合した中古車商談システム」。

• 新規性: AIキャラと360度表示の連携は、信頼性（正確な車両評価）と臨場感を両立。

• 音声チャット・記録保存:

• 技術: VR商談での音声チャット（多言語翻訳対応可）とブロックチェーン記録。AIキャラが商談内
容を要約し、記録をVR内で可視化。

• 特許例: 「VR商談におけるAIキャラ支援型音声記録およびブロックチェーン保存システム」。

• 新規性: 中古車取引の信頼性不足を解決するAIキャラ連動の記録システムは独自。



信用スコア＋即時契約

• 技術: 信用スコア(取引履歴、評価)をVR内でAIキャラが可視化(例: スコアに応じたキャラの信頼バッ
ジ)。エスクロー決済でVR内契約を完結。

• 特許例: 「VR商談でのAIキャラ駆動型信用スコア可視化および即時契約システム」。

• 新規性: 中古車BtoB特化の信用スコアとVR契約の統合は未開拓。

• 非特許保護の要素

• 可愛いキャラのデザイン: キャラの外観は特許より著作権や意匠権（例: 日本委託登録、費用約10〜
20万円）で保護。ブランドイメージ(VeriSpace、AutoVeritas)は商標で保護。

• ビジネスモデル: 月額無料+有料展示、成約手数料(1〜3%)は特許対象外だが、VR内決済UIは特許化
可能。



特許を取るべき理由

• 競争優位性: オークネットやUSSに対し、VeriSpaceの「AIキャラ」「全VRデバイス対応」「中小専
用」は独自価値。特許で技術を保護し、大手参入を抑制。

• 資金調達の強化: 日本政策金融公庫（公庫）への提出資料で、特許出願（特にAIキャラ、VR商談）
は技術力と市場成長性をアピール。公庫の「新事業育成資金」は革新性を重視。

• 市場価値: 中古車業販市場(2兆円)でVR商談は未開拓。特許で先行者利益を確保し、BtoC(5兆円)や海
外展開(ASEAN、米国)の基盤に。

• 委託リスクの軽減: ドットhackに開発委託中(2025 Q3: α版)。特許でAIキャラやVR技術を保護し、技
術流出や模倣を防止。


	スライド 1
	スライド 2: 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　VeriSpaceの特許化可能性 VeriSpaceの主な機能(360度車両確認、音声チャット・記録保存、信用スコア確認+即時契約、Web/VR両対応)は、中古車BtoB取引の非対面ニーズに応える独自技術を含んでおり、特許化の可能性が高いです。特に以下の要素が特許の対象として有望です 
	スライド 3: 　　音声チャット・記録保存 
	スライド 4: 　　信用スコア確認＋即時契約 
	スライド 5: 　　　　非特許保護の要素 
	スライド 6: 特許を取るべき理由 VeriSpaceの特許取得は、AutoVeritasの事業価値と競争力を高め、資金調達(日本政策金融公庫)や市場展開に直結します 
	スライド 7: 特許戦略とタイミング VeriSpaceの開発スケジュール(2025 Q3: α版、Q4: β版、2026上期: 正式ローンチ)を考慮し、特許戦略を以下のように提案します 
	スライド 8: 短期(2025 Q3〜Q4) 
	スライド 9: 中期（2026〜2027年） 
	スライド 10: 長期（2028年以降） 
	スライド 11: BtoBとBtoCの共通性への対応 行き着く先は同じ」という視点に基づき、VeriSpaceのBtoB技術をBtoCに拡張する可能性を考慮 
	スライド 12: 資金調達 
	スライド 13: 注意点とリスク管理 
	スライド 14: 次のステップ 
	スライド 15: 　　　　　　　　結論 
	スライド 16: AI駆動型キャラクターモデル 
	スライド 17: 全VRデバイス対応のハイブリッドプラットフォーム 
	スライド 18: 360度車両確認+AI検品 
	スライド 19: 信用スコア＋即時契約 
	スライド 20: 特許を取るべき理由 

